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 われわれ

ステムは，

報閲覧サブ

から成る．

3.1 危険情

 このシス

が危険だと

ータを計測

のスマート

利用者は，

のほとんど

単に情報を

公衆回線

スマートフ

に自動でサ

フォンの利

いるので，

らないと考

 

3.2 危険情

 このシス

上で閲覧す

危険情報提

危険情報を

フォンや P

示例を示す

情報を示す

情報提供サ

危険情報を

危険種別や

簡単な操作

 このシス

Web ブラウ

やスマート

は Google 

ォンの多く

覧者の現在

より，スマ

に現在地を

ることがで

や避難場所

なる．これ

能である．

 

3.3 データ

 このシス

記録されて

して，危険

されたデー

情報共有シ
れが開発を進

危険情報提

ブシステム，

 

情報提供サブ

ステムは，利

感じる場所

測し，サーバ

トフォン（An

図 1 に示す

どはクリック

を送信するこ

線に接続でき

フォン内に蓄

サーバに送信

利用者のほと

利用者の通

考えることが

情報閲覧サブ

ステムは，共

するためのも

提供サブシス

を付加したハ

PC 上で表示す

す．閲覧する

す色付けされ

サブシステム

を示したピン

や危険度別に

作で切り替え

ステムは，Ja

ウザ上で稼働

トフォン上で

Maps API[2

は GPS 機能

在地を取得す

マートフォン

を中心にして

できるので，

所を視覚的に

れは，特に大

 

タ管理サブシ

ステムは，2

ているサーバ

険情報提供サ

ータ，広域的

システム 
進めている危

提供サブシス

データ管理

ブシステム 

利用者（主に

所で，2 章で紹

バにデータを

ndroid）用の

すような画面

ク操作）する

とができる

きない場合，

蓄積され，接

信される．ま

とんどが定額

通信コストは

できる．  

ブシステム 

共有された危

ものである．

ステムから送

ハザードマッ

する．図 2

る地図上には

れた透過ポリ

ムから送信さ

ンが表示され

に，あるいは

ることがで

avaScript が

働するので，

で表示可能で

2]を利用した

能を内蔵して

することがで

ンで利用する

てハザードマ

閲覧者に迅

に認識させる

大規模災害時

システム 

章で紹介し

バ（クラウド

サブシステム

的な危険情報

危険情報共有

ステム，危険

理サブシステ

に，住民を想

紹介した共有

を送信するた

のアプリであ

面上で操作

ることにより

． 

計測データ

接続できると

また，スマー

額制を利用し

は実質的にか

危険情報を地

具体的には

送信された局

ップをスマー

に PC 上での

は広域的な危

リゴンと，危

された局所的

れる．利用者

は，表示地域

きる． 

が動く標準的

ほとんどの

である．実装

た．スマー

ているので，

できる．これ

る場合には，

マップを表示

迅速に危険情

ることが可能

時には有益な

た共有データ

ド）にアクセ

ムによって提

報，避難場所

有シ

険情

テム

想定）

有デ

ため

ある．

（そ

り簡

タは

とき

ート

して

かか

地図

は，

局所

ート

の表

危険

危険

的な

者は，

域を

的な

の PC

装に

トフ

閲

れに

常

示す

情報

能に

な機

タが

セス

提供

所に

関す

複し

供情

たハ

速に

 

４
 わ

用す

で共

住民

した

避難

所を

クラ

タを

管理

 

 
参考
[1]

htt

[2]

htt
 
 

するデータな

した提供情報

情報を削除し

ハザードマッ

に地域住民に

まとめ
われわれの試

すれば，地域

共有可能なこ

民が身の回り

たり，最新の

難を必要とす

を把握したり

ラウドサービ

を高い安定性

理可能なこと

図２：危険情

考文献 
 Google App

p://code.go

 Google Map

p://code.go

などを管理す

報をまとめた

したりする

ップとは異な

に公開するこ

試みにより，

域の危険情報

ことが理解で

りの危険情報

の危険情報を

する災害発生

りすることが

ビスを利用す

性と低いラン

とも確認でき

 

情報閲覧サブ

p Engine 

oogle.com/i

ps API 

oogle.com/i

する．具体

たり，信頼

ことである

なり，最新

ことが可能に

，スマート

報を迅速か

できた．こ

報を素早く

を把握した

生時には安

が容易にな

すれば，関

ンニングコ

きた． 

ブシステムの

intl/ja/app

intl/ja/api

的には，重

性の低い提

．印刷され

データを迅

になる． 

フォンを利

つ低コスト

れにより，

地域に発信

り，さらに

全な避難場

る．また，

係するデー

ストで維持

の表示例 

pengine/ 

is/maps/ 

重

提

れ

迅

利

信

，

場

ー

持

 

Copyright     2012 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-462

情報処理学会第74回全国大会


